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男　性：2,202人（21）
女　性：1,969人（50）
世帯数：2,529戸（47）
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海神祭ハーリー



白浜ハーリー
　5月30日、午前９時より白浜新桟橋で白浜海神祭が行われました。東西に２チーム、学校に４チーム、職域に16チー
ム、女性に３チーム、公民館女性に２チーム、公民館に４チームが出場しました。
　東西対抗では東西チーム、学校対抗では上原校、職域対抗ではカマイサーファーズ、女性対抗は海女、公民館女性
と公民館対抗では白浜がそれぞれ一着でゴール。各競技とも熱戦が繰り広げられ、大いに盛り上がりました。また、
船から果物や野菜が投げ込まれる海上収穫祭も行われ、会場は笑顔と歓声に包まれました。





　

海
人
の
集
落
で
あ
る
細
崎
の
漁
港
に

て
１
２
０
年
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
海
の

祭
り
「
細
崎
ハ
ー
リ
ー
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
細
崎
住
民
の
世
代
を
超
え

た
熱
い
思
い
が
、
島
民
の
期
待
に
溢
れ

興
奮
と
熱
気
に
包
ま
れ
る
。

　

午
前
９
時
、
穏
や
か
な
海
に
祈
り
を

捧
げ
、
航
海
の
安
全
と
豊
漁
を
願
い
、

細
崎
漁
業
関
係
者
に
よ
る
御
願
ハ
ー

リ
ー
（
う
が
ん
ハ
ー
リ
ー
）
が
お
こ
な

わ
れ
、
伝
統
的
な
「
海
神
祭
」
の
一
日

が
始
ま
っ
た
。

　

近
年
で
は
島
外
か
ら
移
住
す
る
家
族

も
お
り
、
地
域
の
活
性
化
も
み
ら
れ
る

漁
業
で
栄
え
た
細
崎
地
区
は
、
先
住
民

と
こ
れ
か
ら
担
い
手
と
な
る
若
い
世
代

が
一
丸
と
な
っ
て
ハ
ー
リ
ー
祭
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
着
々
と
準
備
を
進
め
て

き
た
。

　

職
域
ハ
ー
リ
ー
で
は
、
地
元
の
ベ
テ

ラ
ン
や
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
、

有
志
で
集
ま
っ
た
仲
間
な
ど
１
２
チ
ー

ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
白
熱
し
た

タ
イ
ム
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

特
に
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、
地
元
出
身
の

子
が
率
い
る
「
き
ら
と
愉
快
な
仲
間
た

細
崎
ハ
ー
リ
ー

２
０
２
５
レ
ポ
ー
ト

小浜島集落支援員　松原 史

細崎ハーリー



ち
」
が
前
日
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
メ
ン
バ
ー
の
息
の
合
っ
た

エ
ー
ク
さ
ば
き
で
見
事
に
優
勝
を
果
た

し
た
。「
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
。
来
年
も
出
場
し
大
会
を
盛

り
上
げ
た
い
。」
と
語
り
、
メ
ン
バ
ー

と
嬉
し
い
笑
顔
で
満
足
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
リ
ー
競
技
の
合
間
に
は
、
小
浜

保
育
所
の
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
や
、
小

浜
小
学
校
・
中
学
校
の
元
気
な
掛
け
声

で
踊
る
ダ
ン
ス
と
エ
イ
サ
ー
に
細
崎
有

志
で
結
成
す
る
く
ば
ん
ち
ゅ
エ
イ
サ
ー

隊
の
勇
壮
な
演
舞
も
あ
り
、
会
場
よ
り

拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
細
崎

出
身
の
女
性
が
所
属
す
る
八
重
山
高
校

ダ
ン
ス
部
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
キ
レ
の
あ
る
ダ

ン
ス
が
始
ま
る
と
、
体
全
体
で
表
現
す

る
ダ
ン
ス
に
引
き
込
ま
れ
、
手
拍
子
で

大
き
な
声
援
に
包
ま
れ
た
。

　

細
崎
ハ
ー
リ
ー
は
、
単
な
る
海
の
祭

り
で
は
な
く
、
世
代
を
超
え
て
島
の
伝

統
と
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
貴
重

な
場
で
あ
り
、
地
元
の
小
中
学
生
が

ハ
ー
リ
ー
を
生
で
体
験
す
る
こ
と
で
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
島
の
誇
り
を

肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
実

感
し
た
。

細崎公民館長　大城洋一さん

インタビュー
　昨年は、雷雨から始まったこともあり天候に不安があっ
たが、天気も良くなり安心した。
　職域ハーリーでは、ハーリー船同士がぶつかるアクシデ
ントもありましたが、大きな怪我なく住民みんなが笑顔で
無事に終えることができてよかった。
　また、小浜小中学校のダンスやエイサー、小浜保育所の
ダンスなどのアトラクションを始め、児童生徒の体験ハー
リー、細崎出身の子が所属する八重校ダンス部 OGなど地
域の子ども達が活躍することで地元の活性化に繋がればと
願っています。
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船浮小中学校での選考の様子

　

竹
富
町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
府

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

陳じ
ん
な
い内

裕ひ
ろ
き樹

さ
ん
、
大
阪
教
育
大
学
客
員
教
授

の
小こ
い
で出

泰や
す
ひ
さ久

さ
ん
を
、
今
年
度
も
フ
ェ
ロ
ー

と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
委
嘱
は
今
回
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
。
陳
内
さ
ん
は
「
総
合
政
策
」
分
野
を
、

小
出
さ
ん
は
「
教
育
Ｄ
Ｘ
政
策
」
分
野
を
担

当
し
、
教
育
現
場
や
庁
舎
業
務
、
民
間
部
門

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
て
、

指
導
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

陳
内
さ
ん
か
ら
は
「
未
来
を
つ
く
る
皆
さ

ん
の
応
援
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
税
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
」、
小
出
さ
ん
か
ら
は
「
今
年
度
は
各

島
を
巡
り
、
教
職
員
向
け
の
Ａ
Ｉ
研
修
を
実

施
し
ま
す
。
引
き
続
き
Ｄ
Ｘ
推
進
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
力
強
い
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
４
月
９
日
～
４
月
18
日
の
期

間
に
お
い
て
、
町
民
向
け
に
公
募
し
て
お

り
ま
し
た
竹
富
町
多
機
能
型
貨
物
輸
送
船

の
船
名
に
つ
い
て
、評
価
基
準
に
基
づ
き
、

一
次
選
考
を
竹
富
町
役
場
内
、
最
終
選
考

を
船
浮
小
中
学
校
の
子
供
た
ち
で
実
施
し

た
結
果
、
西
表
島
在
住
の
小
野
萌
花
さ
ん

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
つ
む
ぎ
」
に
決
定

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

　

選
定
さ
れ
た
船
名
に
は
「
船
は
、
た
く

さ
ん
の
人
や
物
を
運
ん
で
き
ま
す
。
島
に

は
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、『
糸
』

と
い
う
歌
に
も
あ
り
ま
す
が
、
糸
を
紡
い

で
い
く
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
繋
が
り
を
紡

ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
生
活
が
続
い
て

ほ
し
い
で
す
。」
と
い
っ
た
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
有
効
応
募
件
数
46
件
の
中
か

ら
の
選
定
と
な
り
ま
し
た
。
応
募
さ
れ
た

町
民
の
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

竹
富
町
フ
ェ
ロ
ー
委
嘱
状

多
機
能
型
貨
物
輸
送
船 

船
名
は

「
つ
む
ぎ
」
に
決
定

TOPIC
S





地

域

お

こ

し

協

力

隊

活

動

報

告

松
浦
優
実

竹
富
島
・
環
境
保
全
事
業
担
当

　

Ｇ
Ｗ
の
期
間
、
か
り
ゆ
し
館

に
て
入
島
料
の
手
売
り
販
売
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
る
か

な
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
が
足
を
止
め
、
応
援

や
、
ま
た
来
ま
す
！
と
声
を
か

け
て
下
さ
る
な
ど
、
想
定
外
な

嬉
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
起
き

ま
し
た
。
収
受
も
悪
く
な
い
出

来
で
し
た
の
で
、
港
で
の
販
売

は
定
期
的
に
行
う
予
定
で
す
。

収
受
率
を
上
げ
、
島
に
還
元
す

る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
こ
う

し
た
会
話
を
通
じ
て
、
よ
り
多

く
の
方
に
現
状
を
知
っ
て
頂
く

き
っ
か
け
に
な
れ
た
ら
と
Ｐ
Ｒ

の
在
り
方
も
勉
強
に
な
っ
た
一

週
間
で
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
業
務
を
行
っ
て

い
た
「
竹
富
町
空
家
等
対
策
計

画
」、
も
う
す
ぐ
策
定
で
き
そ
う

で
す
（
５
月
末
時
点
）。
策
定
後

に
は
令
和
５
年
度
の
実
態
把
握

調
査
の
結
果
や
現
在
運
用
中
の

掲
示
板
制
度
等
を
上
手
く
活
用

し
な
が
ら
利
活
用
を
進
め
て
町

内
に
お
け
る
住
居
不
足
や
流
通

の
課
題
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
出
来
た
ら
…
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
初
め
よ
り
、
所
有
者

瀧
田
　
楓

石
垣
庁
舎
・
空
き
家
等
対
策
担
当



や
移
住
希
望
者
か
ら
の
問
合
せ

が
僅
少
な
が
ら
も
増
え
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
に
し
っ
か
り
必
要
情
報
を
提

供
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　

ス
マ
ホ
な
ん
で
も
相
談
で
各

島
を
巡
回
し
、
町
民
の
皆
様
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
が
、
石
垣
庁
舎
に

い
る
と
き
は
各
課
か
ら
の
Ｉ
Ｔ

相
談
や
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　

職
員
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
窓

口
業
務
の
効
率
化
、
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
の
拡
充
に
繋
が
り
、

町
民
の
皆
様
の
待
ち
時
間
短
縮

や
利
便
性
向
上
を
実
現
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

　

は
じ
め
ま
し
て
！ 

２
０
２
５

年
５
月
よ
り
着
任
し
ま
し
た
、

金
子
と
申
し
ま
す
。
神
奈
川
県

出
身
、
直
近
は
北
海
道
の
札
幌

市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
早
速

島
の
湿
気
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
毎
日
大
好
き
な
景
色
が

見
ら
れ
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
な

が
ら
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
業
務
は
、
竹
富
町
の
特
産
品

な
ど
を
扱
う
「
島
土
産
（
石
垣

空
港
売
店
）」
に
携
わ
り
、SN

S

で
の
情
報
発
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
管
理
な
ど
、
竹

富
町
の
方
々
が
つ
く
る
素
敵
な

品
々
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ

と
で
す
。
各
島
へ
出
張
す
る
機

会
も
多
い
の
で
、
皆
さ
ま
に
直

接
お
会
い
し
お
話
し
し
、
た
く

さ
ん
学
ん
で
貢
献
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
・

関
西
万
博
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ビ
リ

オ
ン
内
に
竹
富
町
と
し
て
イ
リ

オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
像
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
は
、
竹

富
町
の
豊
か
な
自
然
と

生
物
多
様
性
が
フ
ラ
ン

ス
に
認
め
ら
れ
て
実
現

し
た
も
の
で
す
。
今
回

の
展
示
で
竹
富
町
の
魅

力
が
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
の
人
々
に
伝
わ
る

こ
と
を
期
待
し
な
が
ら

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
開
催
期
間
中

に
直
接
ご
覧
に
な
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
観
光
客
の
方
々

と
話
す
際
の
話
題
の
１

つ
と
し
て
使
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
引

き
続
き
、
皆
様
に
良
い

ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

太
田
洋
平

石
垣
庁
舎
・
地
域
デ
ジ
タ
ル
化
係

矢
野
裕
樹

石
垣
庁
舎
・
商
工
係

金
子
友
美

石
垣
庁
舎
・
商
工
振
興
担
当



　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「Act 

forFuture

～
今
の
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
。
未
来
へ
つ

な
げ
よ
う
、
大
好
き
な
竹
富
島
～
」
を
掲
げ
、
全
児
童
生

徒
で
海
洋
教
育
の
探
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各

学
級
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
一
人
一
人
が
課
題
を
設
定
し
、

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
そ
の
課
題
に
つ
い
て
探
求
し
て

い
き
ま
す
。
個
人
課
題
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ン
ド

マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
疑
問
を
た
く
さ
ん
出
す
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　

今
現
在
は
、
個
人
課
題
の
設
定
が
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月
の
海
洋
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず
海

洋
教
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
今
年
度
の
海

洋
教
育
の
流
れ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

竹
富
小
中
学
校
海
洋
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
上
勢
頭
氏

と
、
講
師
の
福
島
氏
を
招
い
て
、
海
の
魅
力
に
つ
い
て

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
格
的
に
今
年
度
の

海
洋
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。

竹
富
小
中
学
校 

海
洋
教
育

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
年
度
初
め
で
の
モ
ズ
ク
採
り
を

４
月
に
行
い
ま
し
た
。
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

実
施
が
で
き
、
自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た
さ
や
地
産
地

消
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
５
月
初
旬

の
遠
足
で
は
、
小
学
部
は
、
八
重
山
警
察
署
に
て
、
様
々

な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
警
察
で
勤
務
さ
れ
る
方
々
の

訓
練
施
設
や
、
仕
事
で
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Act for Future ～今の私たちができること。未来へつなげよう、大好きな竹富島～

↑最初に作成したマインドマップ

↑生徒が設定した個人課題 ↑今年度のスローガンと各テーマ
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暮らしのお困りごとは
ございませんか。

竹富町では、毎月町民の方を対象に無料で法律相談を開催しています。
相談は、１人おおむね３０分程度（１日１回限定）です。

※同一案件は年２回まで相談可能ですが、裁判中の案件は受付ができません。

　５月１日に町長室にて、無料法律相談弁護士の委嘱状交付式
が行われました。令和７年度の担当弁護士は３名です。

・そらうみ法律事務所　布施知章弁護士

・そらうみ法律事務所　米元悠弁護士

・宮古総合法律事務所　伊東秀胤弁護士（Web・電話限定）

☆相談日は毎月第四木曜日
☆申込み開始は毎月１日（１日が休日の場合は次の開庁日）

＜申込み方法＞
竹富町 HP または公式ラインより、ロゴフォーム受付、または、下記へ
お電話でのお申し込みも可能です。皆様のご利用をお待ちしています。

竹富町総務課町民係・財産管理係　0980-83-2574

ぜひ無料法律相談をご利用ください。

無 料 法 律 相 談



海上保安庁 石垣航空基地

海上保安学校学生採用試験

受験資格

令和７年５月搬送件数

海上保安庁では、令和８年４月期入学の海上保安学校学生を募集します。
第一次試験：９月２８日（日）
受付期間　：７月１１日（金）～７月２４日（木）

令和７年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して１２年を
経過していない者及び令和８年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

 ※詳細は海上保安庁ホームページをご参照ください。https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment
 ※受験申込は人事院ホームページから行ってください。https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

地域名
竹富
小浜
黒島
西表東部
西表西部
新城

地域名
鳩間
波照間
与那国
石垣→宮古
多良間

急患搬送 (出動件数 )
0件
1件
0件
1件
0件
0件

急患搬送 (出動件数 )
0件
0件
1件
0件
1件

年間実績
(令和7年1月1日～ 12月31日 ) 

18件　18名 
(昭和47年急患輸送開始以来 ) 

出動　 3,398 件 
輸送　 3,462 名 

愛します！ 守ります！ 日本の海 

青い羽根募金のお願い
募金強調運動期間：７月１日（月）～８月 31 日（土）

　公益社団法人 琉球水難救済会は「青い羽根募金」活動を展開しており、毎年「海の日」を中
心とする７月１日から８月 31 日までの２カ月は「青い羽根募金」の強調運動期間としています。
この募金は、救難所員のボランティア救助活動に必要な技能訓練や救難資器材の整備のほか、青
少年の水難防止教室開催等に役立てられています。町民の皆様のご協力をお願いいたします。

【募金の振込先】
  沖縄銀行 高橋支店 普通 1526329  琉球銀行 壷屋支店　普通　4139
  海邦銀行 泊支店      普通    0-508-276  ゆうちょ銀行　01780-5-46048

【問合せ先】公益社団法人 琉球水難救済会　☎０９８－８６８－５９４０
ホームページ　https://www.mrj.or.jp



八重山特別支援学校
幼稚部入学者選抜検査

志願前教育相談
八重山特別支援学校では、年に一度、幼稚部入学選抜検査を行っています。

本校幼稚部への入学を希望される方は、以下の選抜検査の出願資格と
志願前教育相談の日程を確認してご連絡下さい。

沖縄県立八重山特別支援学校
TEL:（0980）86-7345　特別支援教育コーディネーター　佐藤公昭

※詳しくは、本校 HP をご覧下さい。

お問い合わせ先

１特別支援学校の幼稚部の役割

　(1) 特別に支援が必要かつ地域での保育が難しい幼児の受け入れ
　(2) 障害のある幼児の保護者の参加による養育支援の場

２幼稚部選抜検査の出願資格

　(1)  障害の程度が、学校教育法施行令 第２２条の３の規定に該当する者で、
         令和８年３月３１日で満年齢が３歳、４歳、５歳に達するもの。
　(2)  必要に応じて保護者の保育参加が可能なもの
        ※保育参加については、幼児の実態や発達段階に応じて保護者分離を進める。
　(3) 志願前教育相談を受けたもの

３志願前教育相談について 

　(1) 日時　令和７年９月１１日（木）・９月１８日（木）午後２時から５時
　      ※事前に電話での予約が必要となります。





No.505

広報
令

和
７

年
７

月
号

Tel：
0980-82-6191（

代
表

）／
 Fax：

0980-82-6199（
代

表
）

竹
富

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 https://www.town.taketom

i.lg.jp
発

行
／

竹
富

町
　

〒
907-8503 沖

縄
県

石
垣

市
美

崎
町

11番
地

1
制

作
南

山
舎

株
式

会
社


